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南
風
原
町
職
員
、
教
育
長
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
、
町
民

皆
様
を
は
じ
め
議
員
各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、
町
政
に
対

す
る
思
い
や
ご
意
見
を
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
町
政
の
発
展
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

7
つ
の
政
策
に
重
点
を
置
い
た
町
政
運
営

　
私
は
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
「
愛
・
夢
・
安
ら
ぎ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
平
和
な
町
づ
く
り
、
教
育
文
化
の
町
づ
く
り
、
福

祉
の
町
づ
く
り
、
豊
か
な
町
づ
く
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、

健
康
の
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
そ
し
て
町
民
参
加
の
町
づ
く

り
、
こ
の
７
つ
の
政
策
宣
言
を
行
い
、
町
民
皆
様
に
訴
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
町
の
財
政
健
全
化

へ
の
着
実
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

確
立
に
努
め
つ
つ
、
一
方
で
重
要
な
政
策
課
題
に
は
必
要
な
予

算
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
町
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  
主
な
施
策
に
つ
い
て

　
第
五
次
南
風
原
町
総
合
計
画
で
掲
げ
た
平
和
、
自
立
、
共
生
、

「
南
風
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
基
本
原
則
で
あ
る
情

報
共
有
、
町
民
参
画
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
・
推
進
を

   

は
じ
め
に

　
平
成
30
年
第
2
回
南
風

原
町
議
会
定
例
会
の
開
会

に
あ
た
り
、
各
議
案
の
説

明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
私

の
町
政
運
営
に
関
す
る
所

信
を
申
し
上
げ
、
町
民
皆

様
を
は
じ
め
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
私
は
こ
の
度
、町
民
皆

様
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
厚
情
を
賜
り
、5
月
9

日
に
南
風
原
町
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
5
期
20
年
の
実
績
を
残

さ
れ
た
、
城
間
俊
安
前
町

長
の
後
任
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
南
風
原
町
の
舵
取

り
を
託
さ
れ
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
責
務

の
重
大
さ
に
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
道
路
事
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
町
道
10
号
線
・
町
道
5
号

線
・
町
道
73
号
線
・
津
嘉
山
中
央
線
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
琉
球
絣
・
南
風
原
花
織

の
生
産
技
術
の
向
上
、
担
い
手
の
育
成
等
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
化

に
努
め
、
工
芸
品
の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
、

販
路
の
拡
大
等
を
琉
球
絣
組
合
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

  

お
わ
り
に

　
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
今
、
地
方
分
権
が
進
み
各
地
方
自

治
体
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
、
協

働
の
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
議
員
各
位
と
よ
り
よ
い
合
意
形

成
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、町
民
皆
様
が「
南
風
原
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
南

風
原
町
に
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」、
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
町
づ
く
り
に
、
誠
心
誠
意
取
り
組
む
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
町
民
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
支
持
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
私
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

     

平
成
30
年
6
月
12
日

念
頭
に
置
き
、
幼
稚
園
か
ら
小
中
学
校
ま
で
空
調
設
備
を
整
備

す
る「
幼
稚
園
空
調
機
設
置
事
業
」、「
小
・
中
学
校
普
通
教
室
改

善
事
業
」で
快
適
な
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
（
一
括
交
付
金
）
を
活

用
し
て
「
学
習
支
援
員
・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業
」、

「
学
校
I
C
T
推
進
事
業
」、「
北
丘
小
学
校
西
側
避
難
通
路
整

備
事
業
」、「
津
嘉
山
小
学
校
南
側
避
難
通
路
整
備
事
業
」、「
子

ど
も
平
和
交
流
事
業
」、「
伝
統
芸
能
保
存
育
成
事
業
」
等
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
（
窓
口
無
料
化
）
や
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
ま
す
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
保
育
所
の
整
備
も

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
し
て
、
黄
金
森
公
園
施
設
を
活
用
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
等
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
技
術
力
・
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、
農

地
の
保
全
や
土
壌
改
良
・
地
力
増
強
を
促
進
す
る
た
め
の
土
づ

く
り
奨
励
補
助
、
新
規
就
農
一
貫
支
援
事
業
や
農
業
・
農
村
の

6
次
産
業
化
支
援
事
業
等
の
活
用
に
よ
る
生
産
施
設
の
整
備

等
、
生
産
農
家
を
支
援
し
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
中
小
企
業
小
規
模
企
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工
会
と
連

携
し
町
内
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、
創
業
の
促
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
町
商
工
会
の
強
化
や
地
域

経
済
の
活
性
化
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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